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今回の内容

• データと情報の表現
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データとは

• ある現象を測定して得られる数値などの記録

–気象データ： 気温・降水量・天気

– POSデータ： 買い物客の年齢・性別・購入物品

–出勤データ： 出社時刻・退社時刻
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データと情報

• データから情報を読み取る

–目的に応じてデータを加工する

–得られた情報に基づき意思決定する
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情報の表現

• 表やグラフなどを使って情報を表現する
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時刻 年代 性別 購入物品

06:46 50代 男性 弁当・お茶

07:36 30代 女性 雑誌

07:42 40代 女性 サンドイッチ

07:50 20代 男性 缶コーヒー

08:02 30代 男性 新聞

08:07 10代 女性 サンドイッチ

08:15 40代 男性 新聞

男性

女性0

1

2

3

4

5

20代
30代

40代
50代



統計

• データ全体の特徴を記述するひとつの手法

–データ集合の間で特徴を比較できる

• 統計量

–平均

–分散
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平均

• データの最大値と最小値の間にある値

–そのデータ集合を代表する値で特徴づける
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次のデータの平均を求めよ

• 数学の試験結果：
Ａ君の60点とＢ君の40点の平均

• ある企業の売上高の前期比：
前期60％増と今期40％増の平均

• 往復の移動における速さ：
行きの 60km/h と帰りの 40km/h の平均
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算術平均

• データの総和をデータの個数で割ったもの
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例題１

• 数学の試験結果：
Ａ君の60点とＢ君の40点の平均
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番号 データ
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幾何平均

• データの平均的な増え方 （倍率） を見る
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例題２

• ある企業の売上高の前期比：
前期60％増と今期40％増の平均
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番号 データ
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2 1.40
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調和平均

• “逆数の平均の逆数”
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例題３

• 往復の移動における速さ：
行きの 60km/h と帰りの 40km/h の平均
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まとめ

• データと情報

• さまざまな平均

–算術平均

–幾何平均

–調和平均
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提出物

• 出席カードに学籍番号と氏名を明記のうえ、
余白に以下の事項について記述する：

–会員の平均増加率：
昨年度50％増、今年度4％減

–往復の平均速度：
往路90km/h、復路10km/h
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次回の予定

• 第３回 経営工学概論
「データの統計的性質」

–日時： ２００８年 ５月 ２日（金） ４時限目

–場所： ８４５教室
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